
日本は豊かな自然環境に恵まれているが，四季を
通じて地震・津波や台風，豪雨・豪雪などさまざま
な自然災害に直面しなければならない．また局地的
な停電，断水などのライフラインに直接影響する出
来事も，いつ何時発生するか予想は困難である．国
立病院機構では急性期医療は無論，筋ジストロフィ
ーや重症心身障害医療など障害者医療も担っており，
災害に対する対応・備えも，自ずと異なる側面も存
在する．
高松市で開催された第７１回国立病院総合医学会に

おいて，災害医療・支援に関する演題も多数発表さ
れ，シンポジウムも２つ企画された．その１つであ

る「重心（障害児）者の災害支援」において４人の
シンポジストから下記の発表があった．

１．東日本大震災時の対応・とくに重症心身障害児
（者）病棟を中心に 安藤肇史 NHO宮城病院

２．医王病院の取り組み 在宅患者とのかかわりを
中心に 丸箸圭子 NHO医王病院

３．高知県の災害マニュアル 梅森 実 高知県
地域福祉部 障害保健福祉課

４．今後の対応について 後藤一也 NHO西別府
病院

第７１回国立病院総合医学会
（平成２９年１１月１１日 於 高松）

地震や風水害などの自然災害や何時いかなる施設にも起こりうる落雷停電など，様々
な災害に対する備えは，病院機能の継続のため必要不可欠である．またハード面の準

備はむろん発生時の対応として情報伝達や情報の共有などソフト面や長期的な対応も重要な課題
である．急性期病院と障害者病棟を持つ施設では災害時在宅支援など地域で担う機能が異なる．
今回の報告は，実際に自らも被災し災害医療に取り組んだ経験や落雷停電における現場の対応，
それに対する備えについて述べたものであり，障害者病棟を有する施設における災害対策の備え
に資する報告である．
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今回３名の演者から寄稿していただいた．東日本
大震災における国立病院機構宮城病院の報告では，
津波の恐怖に直面し，病院ライフラインの被害やス
タッフの多くが被災者となりながらも，病院を挙げ
ての懸命な対応の紹介があった．大災害時における
直後と長期間にわたる対応の中で，障害者特有の課
題や危機管理のあり方をわれわれに問いかけている．
国立病院機構医王病院の報告は，最たる災害弱者

の常時医療的ケアが必要な在宅重症心身障害者，神
経難病患者とその家族を対象にした訓練の実際を紹
介している．病院避難と在宅対応を想定して地域を
巻き込んだ訓練を実施し，その経験から明らかにな
った課題等を述べていただいた．セーフティーネッ
ト医療分野の災害時における在宅支援に取り組む際
に大変参考になる報告である．
また国立病院機構西別府病院からは熊本地震発生

時，国立病院機構菊池病院の病棟の物理的な被害の
ため強度行動障害の特性をもつ重症心身障害者の転
院に際して，施設間の連携のあり方・課題について
紹介された．またゲリラ豪雨にともなう落雷による
自施設の非常電源喪失時の経験も報告された．落雷
による突然の停電はどの施設でもおこりうる災害で，
雷サージによる損傷は一般送電ばかりでなく施設内
の電源基盤や電話交換機の基盤にも及ぶことがあり，

被害は長時間にわたり対応は困難を極める．自施設
での経験を踏まえた行政を巻き込んだ連携が提案さ
れている．
この３つの報告は，障害者病棟をもつ施設独自の
実態に合わせた災害時の対応の必要性をあらためて
強調している．
おりしも６月１８日午前７時５８分，大阪北部地震
（Ｍ６．１）が発生した．震源地（大阪府高槻市）か
ら東へ２０kｍにある国立病院機構南京都病院では突
然大きな揺れ（震度５弱）に遭遇した．幸い入院患
者，ライフラインの被害はなかったものの，その対
応では様々な課題が浮き彫りになった．改めて大規
模・個別災害に備えた各施設の実情に合った実際的
なマニュアル作成，それに沿った災害対応訓練，行
政など地域の関係機関との連携構築の重要性を再認
識した．

〈本論文は第７１回国立病院総合医学会シンポジウム「重
症（障害児）者の災害支援」で発表した内容を座長と
してまとめたものである。〉

著者の利益相反：本論文発表内容に関連して申告な
し．
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